
ハ
レ
の
日
に
男
が
泥
酔
す
る
ま
で

日
本
酒
を
飲
ん
だ
戦
前

日
本
の
「
酒
の
20
世
紀
」
は
洋
酒
国
産
化

の
世
紀
で
あ
る
。
20
世
紀
初
頭
で
は
、
ビ
ー

ル
、
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス
キ
ー
に
代
表
さ
れ
る

明
治
以
降
に
導
入
さ
れ
た
洋
酒
の
消
費
量

は
、
ま
だ
２
・
５
％
程
度
で
あ
っ
た
。

日
本
人
の
伝
統
的
な
国
民
酒
は
日
本
酒
で

あ
り
、
昭
和
初
期
で
は
焼
酎
は
脇
役
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
日
本
酒
は
、
日
本
人
の
主
食
で

あ
る
米
を
原
料
に
し
た
「
酒
」
で
あ
る
と
い

う
意
味
で
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
。
戦
前
に

は
米
が
安
定
供
給
さ
れ
ず
、
庶
民
は
、
日
常

的
に
米
を
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

伝
統
的
な
日
本
の
飲
酒
ス
タ
イ
ル
は
、
祝

事
や
祭
り
な
ど
の
特
別
な
ハ
レ
の
日
に
、
場

所
を
決
め
て
、
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
神
様
に
ご
馳
走
と
と
も
に
日
本
酒
を
奉

納
し
て
、
直
会

な
お
ら
い

と
い
う
行
事
で
奉
納
し
た
〝
お

さ
が
り
〞
を
メ
ン
バ
ー
が
飲
み
食
い
す
る
形

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
饗
宴
で
は
、
メ
ン
バ
ー

が
一
味
同
心
に
な
り
、
心
を
通
わ
せ
る
た
め

に
、
無
礼
講
で
日
本
酒
を
泥
酔
す
る
ま
で
飲

ん
で
い
た
。

明
治
・
大
正
期
に
は
、
都
市
の
盛
り
場
と

い
う
限
ら
れ
た
空
間
で
は
、
あ
る
程
度
日
常

的
に
、
社
交
の
た
め
に
日
本
酒
が
飲
ま
れ
、

集
飲
で
は
な
く
、
嗜
好
品
と
し
て
独
酌
で
飲

ま
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
代
、

日
本
人
の
酒
の
消
費
量
は
飛
躍
的
に
高
ま
っ

た
が
、
お
も
な
飲
み
手
は
、
働
く
男
性
で
あ

り
、
家
長
で
あ
る
男
性
で
あ
っ
た
。

ビ
ー
ル
産
業
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

先
端
技
術
で
あ
る
、
冷
凍
機
、
微
生
物
の
純

粋
培
養
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
低
温
殺
菌
装
置

が
一
体
化
し
た
生
産
体
制
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
ラ
ガ
ー
ビ
ー
ル
を
大
量
生
産
で
き
る
装

置
産
業
の
礎
を
築
き
上
げ
た
。
ビ
ー
ル
の
需

要
は
、
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に

都
市
を
中
心
に
順
調
に
推

移
し
て
、
１
９
３
８
（
昭

和
13
）
年
に
は
日
本
酒
の
約
３
分
の
１
の
生

産
量
を
記
録
す
る
。
対
照
的
に
、
ブ
ド
ウ
生

産
が
前
提
に
あ
る
ワ
イ
ン
醸
造
は
、
米
の
酒

が
主
役
の
日
本
で
は
、
そ
の
味
わ
い
は
受
け

入
れ
に
く
く
、
農
業
と
し
て
の
ブ
ド
ウ
栽
培

も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

約
５
０
０
年
の
焼
酎
の
歴
史
が
動
き
出
し

た
の
は
、
１
９
１
０
（
明
治
43
）
年
に
海
外

か
ら
導
入
さ
れ
た
連
続
式
蒸
留
器
で
つ
く
ら

れ
た
新
式
焼
酎
（
現
在
の
甲
類
焼
酎
）
の
登

場
を
待
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
新
式
焼
酎
の
軽

快
な
味
わ
い
や
経
済
的
な
価
格
、
そ
し
て
米

不
足
の
時
代
に
「
米
を
原
料
に
し
な
い
酒
」

で
あ
る
こ
と
が
、
多
く
の
飲
み
手
の
心
を
と

ら
え
た
。
ま
た
新
式
焼
酎
は
、
純
粋
な
ア
ル

コ
ー
ル
を
抽
出
す
る
た
め
の
欧
米
の
蒸
留
技

術
の
賜
物
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
洋
酒
の

系
譜
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

つじ ひろし●岐阜県生まれ。早稲田大学卒
業後、18年間にわたり酒造メーカー勤務。
営業、マーケティング、酒生活文化研究所
の各セクションを担当した。研究所時代の
主な研究テーマは、「蒸留酒文化」「酒から
見た日本のライフスタイル」「地域社会と
酒」など。共著に『焼酎　東回り西回り』
『ＡＢＣＤＳマトリクス』がある
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つ

じ

宏ひ
ろ
し

酒
文
化
研
究
者
（
元
Ｔ
ａ
Ｋ
ａ
Ｒ
ａ
酒
生
活
文
化
研
究
所
）

「
酔
い
」よ
り
も「
お
い
し
さ
」を

楽
し
む
ス
タ
イ
ル
へ

日
本
人
の
飲
み
か
た
の
変
遷
と
酒
類
産
業
の
栄
枯
盛
衰

戦前のユニオンビールのポスター。
日本のビールは1870年代に製造が
始まり、大正から昭和初期に都市
民の新しい飲み物として定着する

写真提供：三好一
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特集 酒は地球を回る

日
本
酒
か
ら
ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
焼
酎
へ

こ
の
伝
統
的
な
飲
酒
文
化
は
戦
時
統
制
経

済
の
配
給
制
度
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
る
。
１

９
３
８
（
昭
和
13
）
年
よ
り
酒
の
生
産
量
は

減
少
し
は
じ
め
、
庶
民
は
ほ
と
ん
ど
の
酒
が

入
手
で
き
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
戦
後
直
後

の
食
糧
不
足
で
は
、
原
料
の
米
、
麦
、
芋
ま

で
も
が
食
料
と
し
て
消
費
さ
れ
、
１
９
４
８

（
昭
和
23
）
年
の
課
税
移
出
数
量
は
20
世
紀
で

最
低
レ
ベ
ル
を
記
録
し
た
。
戦
後
10
年
間
は

酒
飢
饉
の
時
代
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

そ
の
な
か
原
料
統
制
が
緩
和
さ
れ
た
芋
を

原
料
と
し
て
甲
類
焼
酎
、
ウ

イ
ス
キ
ー
、
合
成
清
酒
（
ア

ル
コ
ー
ル
に
糖
類
、
有
機
酸
、

ア
ミ
ノ
酸
な
ど
を
加
え
て
、
清

酒
の
よ
う
な
風
味
に
し
た
酒
）

が
、
世
情
不
安
な
時
代
に

「
酔
い
」
を
求
め
る
人
び
と
に

大
量
に
消
費
さ
れ
た
。
こ
の

時
代
に
は
、「
チ
ュ
ウ
ハ
イ
」

（
焼
酎
ハ
イ
ボ
ー
ル
）
が
、
焼

酎
の
炭
酸
割
り
と
し
て
、
東

京
の
下
町
で
定
着
し
て
い
っ

た
。
飲
み
手
の
「
酔
い
」
を

満
た
し
た
甲
類
焼
酎
は
昭
和

30
年
代
半
ば
に
消
費
の
一
度

目
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。

原
料
供
給
が
安
定
し
生
産
体
制
が
整
っ
た

ビ
ー
ル
産
業
は
生
産
量
を
拡
大
、
１
９
５
９

（
昭
和
34
）
年
に
は
日
本
酒
の
生
産
量
を
逆
転

し
、
ビ
ー
ル
の
大
衆
化
が
進
む
。
一
方
、
日

本
酒
は
原
料
統
制
の
も
と
生
産
量
は
伸
び
悩

ん
だ
が
、
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年
に
は
１

９
３
８
（
昭
和
13
）
年
の
水
準
を
回
復
す
る
。

し
か
し
そ
の
後
も
、
品
質
＝
「
お
い
し
さ
」

よ
り
も
生
産
量
＝
「
酔
い
」
を
優
先
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
の
ち
の
日
本

酒
離
れ
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
特

に
昭
和
10
年
代
半
ば
か
ら
30
年
代
半
ば
に
酒

が
飲
め
る
年
齢
に
達
し
た
人
た
ち
は
、
日
本

の
酒
文
化
の
主
軸
で
あ
っ
た
日
本
酒
文
化
の

受
け
手
に
な
れ
ず
、
次
代
に
も
伝
え
ら
れ
な

い
世
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
彼
ら
は
、
酒
の
消
費
量
が
伸
び
続

け
る
高
度
経
済
成
長
期
を
支
え
る
飲
み
手
で

も
あ
っ
た
。
日
本
酒
文
化
と
無
縁
な
彼
ら
は
、

ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
焼
酎
を
選
び
、
戦

前
か
ら
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
モ
ル
ト
を
ブ
レ
ン

ド
す
る
こ
と
で
、
独
自
の
「
味
わ
い
」
を
確

立
し
た
ウ
イ
ス
キ
ー
は
、
洋
風
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
へ
の
憧
れ
と
あ
い
ま
っ
て
、
彼
ら
の

世
代
の
酒
と
し
て
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ウ
イ
ス
キ
ー
は
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
に
焼

酎
の
消
費
量
を
逆
転
、
昭
和
50
年
代
半
ば
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
も
ち
ろ
ん
高
度
経
済
成

長
期
に
は
大
量
の
日
本
酒
や
ビ
ー
ル
も
、
酒

飢
饉
を
経
験
し
た
昭
和
10
年
代
以
前
か
ら
の

飲
み
手
た
ち
に
消
費
さ
れ
た
。
つ
く
れ
ば
売

れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。

飲
酒
の
日
常
化
、
多
様
化
、
民
主
化

戦
後
60
数
年
の
飲
酒
文
化
の
特
徴
は
次
の

３
点
に
絞
ら
れ
る
。
飲
酒
の
日
常
化
、
多
様

化
、
そ
し
て
民
主
化
で
あ
る
。
飲
酒
の
日
常

化
と
は
、
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
家
庭

の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
経
済
的
に
豊
か

に
な
っ
た
た
め
に
、
ハ
レ
の
日
だ
け
で
は
な
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『東京風俗志』（明治34年刊）に描かれた、東京に出現したばかりのビヤホール
と一般的な日本の居酒屋（右上） 資料：平出鏗二郎『東京風俗志』（ちくま学芸文庫）

歌と手拍子で大いに盛り上がり、
つぶれるまで飲む。学生たちの飲
みっぷりも豪快だった。1960年ご
ろのニュースドキュメンタリー番組
『話題の目』「酔っぱらい天国」より
写真提供：日本映画新社　DVD『懐かし
の昭和の物語　弐』（発売・バイオタイド、
www.bt-wave.com）より
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く
、
日
常
的
に
冷
え
た
ビ
ー
ル
が
飲
め
、
燗

酒
を
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
水
割
り
を
経
験
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
ま
だ
「
泥
酔
」

す
る
ま
で
飲
む
こ
と
で
、
会
社
の
同
僚
や
上

司
が
一
瞬
で
も
心
を
通
わ
せ
る
、「
酔
う
」
た

め
に
酒
を
飲
む
傾
向
が
強
か
っ
た
。
さ
ら
に

昭
和
30
年
代
以
降
に
は
ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ

ー
、
ワ
イ
ン
、
リ
キ
ュ
ー
ル
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
、

紹
興
酒
な
ど
の
輸
入
が
自
由
化
さ
れ
、
国
産

の
酒
類
も
含
め
て
、
飲
酒
が
多
様
化
し
た
。

昭
和
50
年
代
に
、
日
本
人
の
酒
の
飲
み
よ

う
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、
女
性
の

飲
酒
参
加
で
あ
る
。
日
本
の
近
代
化
以
降
、

高
度
経
済
成
長
期
の
企
業
戦
士
た
ち
の
「
泥

酔
文
化
」
ま
で
、
男
性
が
飲
酒
の
主
役
で
あ

っ
た
。
し
か
し
女
性
の
社
会
進
出
が
本
格
化

す
る
に
つ
れ
て
、
女
性
の
飲
酒
参
加
＝
飲
酒

の
民
主
化
が
浸
透
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
居
酒
屋
ブ
ー
ム
で

あ
る
。
彼
女
た
ち
は
、
伝
統
的
な
居
酒
屋
と

は
一
線
を
画
し
た
、
豊
富
な
洋
風
メ
ニ
ュ
ー

が
提
供
さ
れ
、
清
潔
で
明
る
い
居
酒
屋
チ
ェ

ー
ン
店
で
、
チ
ュ
ー
ハ
イ
を
愉
し
ん
だ
の
で

あ
る
。
健
康
志
向
、
人
と
は
違
う
飲
み
方
を

好
む
時
代
の
雰
囲
気
の
な
か
、
居
酒
屋
チ
ェ

ー
ン
で
は
、
ロ
ッ
ク
、
水
割
り
な
ど
多
様
な

飲
み
方
が
で
き
る
甲
類
焼
酎
が
ミ
ッ
ク
ス
ベ

ー
ス
と
し
て
大
量
に
消
費
さ
れ
、「
チ
ュ
ー
ハ

イ
」
ブ
ー
ム
、
焼
酎
ブ
ー
ム
と
し
て
結
実
し

た
。
チ
ュ
ー
ハ
イ
は
、
果
汁
感
や
清
涼
感
あ

ふ
れ
る
口
当
た
り
の
よ
い
低
ア
ル
コ
ー
ル
ド

リ
ン
ク
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
世
代
の
酒
を

求
め
る
飲
酒
ビ
ギ
ナ
ー
で
あ
る
、
女
性
層
や

若
年
層
に
支
持
さ
れ
た
。
彼
ら
の
よ
う
に

「
酔
う
こ
と
」
が
目
的
で
は
な
い
「
な
ま
酔
い

（
少
し
酔
っ
た
状
態
）
」
を
楽
し
む
飲
酒
ス
タ

イ
ル
が
の
ち
に
主
流
に
な
っ
て
い
く
。

酒
の
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
化
と
な
ま
酔
い
文
化

１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
を
ピ
ー
ク
に
日
本

酒
の
消
費
量
が
長
期
低
落
傾
向
に
入
る
。
一

方
で
、
焼
酎
（
甲
類
焼
酎
・
本
格
焼
酎
）
は
上

昇
傾
向
に
転
じ
た
。
ウ
イ
ス
キ
ー
も
消
費
量

が
下
げ
止
ま
ら
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。
「
新

し
い
酒
は
新
し
い
酒
袋
に
」
と
い
う
よ
う
に
、

飲
酒
ビ
ギ
ナ
ー
は
自
分
た
ち
の
世
代
の
新
し

い
酒
を
飲
む
傾
向
が

強
い
。
飲
酒
ス
タ
イ

ル
は
刷
り
込
ま
れ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。

日
本
酒
の
消
費
量
が

下
げ
止
ま
ら
な
い
の

は
、
日
本
酒
文
化
が

刷
り
込
ま
れ
な
か
っ

た
世
代
が
昭
和
50
年

代
以
降
、
飲
酒
の
主
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役
に
な
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
団
塊

の
次
世
代
は
、
焼
酎
や
チ
ュ
ー
ハ
イ
を
自
分

た
ち
の
世
代
の
酒
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
方

で
吟
醸
酒
に
象
徴
さ
れ
る
地
酒
の
復
権
、
す

な
わ
ち
日
本
酒
の
「
お
い
し
さ
」
を
再
構
築

し
よ
う
と
す
る
活
動
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、

の
ち
の
地
産
地
消
運
動
や
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運

動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

昭
和
50
年
代
後
半
か
ら
の
数
年
間
で
、
ビ

ー
ル
も
新
た
な
飲
み
よ
う
の
ス
テ
ー
ジ
に
入

っ
た
。
ビ
ー
ル
は
、
低
い
ア
ル
コ
ー
ル
度
数

で
、
炭
酸
と
い
う
刺
激
（
爽
快
感
）が
あ
り
、
冷

た
く
て
お
い
し
い
飲
み
も
の
と
し
て
、
世
界

中
で
消
費
さ
れ
て
い
る
文
明
的
な
酒
で
あ
る
。

「
瓶
」
ビ
ー
ル
が
主
流
の
時
代
は
、
ま
だ
ビ

ー
ル
は
渇
き
を
癒
し
つ
つ
も
「
酒
」
と
し
て

飲
ま
れ
て
い
た
。
一
方
で
そ
の
時
代
は
チ
ュ

ー
ハ
イ
ブ
ー
ム
や
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響

で
、
ビ
ー
ル
消
費
が
飽
和
状
態
に
入
っ
た
と

き
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
自
動
販
売
機
に

よ
る
缶
ビ
ー
ル
の
普
及
は
、
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
冷
た
い
ビ
ー
ル
が
飲
め
る
こ
と
を
可
能

に
し
、
そ
の
結
果
ビ
ー
ル
を
飲
む
Ｔ
Ｐ
Ｏ
が

明
ら
か
に
変
わ
っ
た
。「
酒
」
と
し
て
の
ビ
ー

ル
が
「
水
代
わ
り
」、「
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
」
と

し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

チ
ュ
ー
ハ
イ
ブ
ー
ム
の
よ
う
に
「
酔
い
」
を

目
的
に
す
る
の
で
は
な
く
、「
な
ま
酔
い
」
の

状
態
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
、

酒
を
メ
デ
ィ
ア
と
す
る
飲
酒
ス
タ
イ
ル
が
定

着
し
は
じ
め
、
ビ
ー
ル
の
消
費
は
１
９
９
４

（
平
成
６
）
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
そ
の
後

「
発
泡
酒
」「
ビ
ー
ル
風
味
の
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
（
第
三
の
ビ
ー
ル
）」
が
、
平
成
10
年
代
の

チ
ュ
ー
ハ
イ
の
飛
躍
的
な
伸
び
と
と
も
に
、

酒
の
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
化
を
急
速
に
進
め
た
。

酒
の
消
費
の
二
極
分
化
が
進
ん
で
い
る

平
成
に
入
る
と
、
酒
の
消
費
の
二
極
分
化

が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
ビ
ー
ル
を
は
じ

め
低
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化

が
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
一
方
で
、
日
本

人
の
酒
の
飲
み
よ
う
は
酒
の
「
お
い
し
さ
」

を
味
わ
う
、
酒
を
嗜
む
ス
タ
イ
ル
へ
と
変
わ

り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
急

速
な
進
行
の
な
か
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
関
係
に

な
り
が
ち
な
日
常
の
人
間
関
係
の
な
か
で
、

リ
ア
ル
な
関
係
を
つ
む
ぐ
、「
酒
あ
る
食
卓
」

は
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
酒
と
食
の
組
み
合
わ
せ（
酒

と
食
を
愉
し
む
こ
と
）へ
の
人
び
と
の
関
心
の
高

ま
り
が
あ
る
。
そ
し
て
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
食
を

楽
し
み
な
が
ら
ワ
イ
ン
を
味
わ
う
ス
タ
イ
ル

が
日
常
的
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
の
飲
酒
文

化
に
ワ
イ
ン
が
根
を
お
ろ
し
た
瞬
間
で
あ
る
。

さ
ら
に
酒
の
「
お
い
し
さ
」
を
味
わ
う
飲
み

手
に
と
っ
て
、
風
土
に
根
ざ
し
て
、
物
語
性

が
あ
り
、
原
料
由
来
の
個
性
あ
る
「
味
わ
い
」

が
特
徴
の
ワ
イ
ン
を
は
じ
め
、
本
格
焼
酎
、

モ
ル
ト
ウ
イ
ス
キ
ー
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
、

梅
酒
、
地
酒
（
日
本
酒
）
な
ど
が
注
目
さ
れ

た
。
特
に
南
九
州
の
地
酒
で
あ
っ
た
本
格
焼

酎
は
、
技
術
革
新
を
背
景
に
し
た
、
洗
練
さ

れ
た
「
お
い
し
さ
」
が
都
市
部
の
女
性
た
ち

に
評
価
さ
れ
、
そ
の
後
の
本
格
焼
酎
ブ
ー
ム

で
、
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
に
は
焼
酎
の

消
費
量
が
日
本
酒
を
逆
転
す
る
こ
と
に
な
る
。

双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
日
常
化

し
、
情
報
化
が
進
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
深

化
す
る
現
代
で
は
、
「
酔
い
」
を
目
的
と
せ

ず
、
酒
の
「
お
い
し
さ
」
を
楽
し
む
、
日
本

人
の
酒
の
飲
み
よ
う
は
、
日
々
の
暮
ら
し
に

手
ざ
わ
り
や
実
感
を
求
め
る
人
び
と
、
特
に

女
性
が
リ
ー
ド
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
成
熟

化
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

昭
和
か
ら
平
成
に
か
け
て
日
本
の
人
口
は
、

約
２
倍
に
拡
大
。
酒
の
消
費
量
は
約
７
倍
の

規
模
に
な
り
、
１
人
あ
た
り
の
飲
酒
量
は

３
・
５
倍
と
な
る
計
算
だ
。
そ
し
て
、
日
本
人

の
酒
の
消
費
量
の
約
85
％
程
度
が
、
今
で
は

ビ
ー
ル
、
発
泡
酒
が
大
半
を
し
め
る
洋
酒
に

分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
80
年
間
で
日
本
人

の
飲
酒
文
化
の
主
軸
は
日
本
酒
か
ら
ビ
ー
ル

へ
移
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。a
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かつて日本人の酒の飲みようの主
軸であった日本酒はビール、発泡
酒などの洋酒に押され、酒類市場
に占める割合は小さくなっている




